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　はじめに

ハタ科 Serranidaeは日本近海に 34属 136種が

分布する（岡本ほか，2012；Endo and Kenmotsu, 

2013；瀬能，2013, 2014）．そのうち，ジャノメヌ

ノサラシ属GrammistopsはジャノメヌノサラシG. 

ocellatus Schultz, 1953のみで構成されており，国

内では奄美大島と瀬底島からのみ記録されている

（瀬能，2013；萩原，2015）．

2014年 7月 9日に沖縄島の中城村浜漁港，同

年 10月 1日に徳之島の西阿木名漁港沖において，

ジャノメヌノサラシが各 1個体採集された．本標

本は徳之島と沖縄島における本種の標本に基づく

初めての記録ならびに国内 3例目となるため，こ

こに報告する．

　材料と方法

計数・計測方法はおおむね Randall and Baldwin 

(1997)にしたがった．標準体長は体長と表記し，

デジタルノギスを用いて 0.1 mmまで行った．ジャ

ノメヌノサラシの記載は KAUM–I. 65901に基づ

く．また，本種の生鮮時の体色の記載は，固定前

に撮影された徳之島産の 1 標本（KAUM–I. 

65901）のカラー写真に基づく．標本の作製，登録，

撮影，固定方法は本村（2009）に準拠した．本報

告に用いた標本は，鹿児島大学総合研究博物館

（KAUM）に保管されており，上記の生鮮時の写

真は同館のデータベースに登録されている．

　結果と考察

Grammistops ocellatus Schultz, 1953

ジャノメヌノサラシ　（Figs. 1–2）

　標本　2個体：体長 22.8–81.0+ mm．KAUM–I. 

65271，体長 81.0+ mm，沖縄県中頭郡中城村浜漁

港（台風による打ち上げ個体），2014年 7月 9日，

桜井　雄；KAUM–I. 65901，体長 22.8 mm，鹿児

島県大島郡天城町西阿木名西阿木名漁港沖

（27°45′33″N, 128°54′22″E），タモ網，水深 16 m，

2014年 10月 1日，田代郷国．

　記載　背鰭棘数 7；背鰭軟条数 12；臀鰭棘数 3；

臀鰭軟条数 8；胸鰭軟条数 14；腹鰭棘数 1；腹鰭

軟条数 5；側線有孔鱗数 65；総鰓耙数 5 + 12 = 

17；櫛歯状に発達した鰓耙数 2 + 9 = 11．

　体各部測定値の標準体長に対する割合（%）：

体高 26.8；体幅 14.5；頭長 39.9；眼径 9.2；吻長 7.0；

両眼間隔（骨質部で測定）3.5；上顎長 17.1；尾

柄長 11.4；尾柄高 15.4；背鰭前長 43.0；背鰭第 1

棘条長 7.9；背鰭第 2棘条長 11.0；背鰭第 3棘条

長 10.1；背鰭第 4棘条長 9.2；背鰭最長軟条長

20.2；臀鰭前長 65.8；臀鰭第 1棘条長 3.9；臀鰭

第 2棘条長 7.9；臀鰭第 3棘条長 4.8；臀鰭最長軟

条長 20.6；尾鰭長 29.4；胸鰭長 26.8；腹鰭前長

36.4；腹鰭棘条長 11.8；腹鰭最長軟条長 19.3．

　体は細長く，やや側扁する．吻端から背鰭起部

にかけての背面は緩やかに曲がる．口は大きく斜
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位で，口裂はわずかに斜行し，主上顎骨後縁は眼

後縁に達しない．瞳孔は洋梨型で前方に尖る．両

顎は円錐歯が歯帯を形成し，歯帯の幅は前方が広

く，後方は狭い．鋤骨と口蓋骨にも同様に円錐歯

の歯帯がある．前鼻孔は短い管を有し，その先端

が開孔する．後鼻孔は孔状で，眼前縁近くに開孔

する．前鰓蓋骨の縁辺は円滑．前鰓蓋骨後縁に 2

本の太い棘がある．主鰓蓋骨に 3本の棘を有する．

側線は 1本で，鰓蓋上方から背鰭第 3棘基底直下

にかけて曲線をなすように上昇し，背鰭第 10軟

条基底部下にかけて緩やかに下降する．背鰭起部

は第 9側線鱗直上に位置する．胸鰭始部は背鰭第

2棘基底直下に位置する．胸鰭先端は背鰭第 6棘

基底直下に位置する．臀鰭起部は背鰭第 1軟条基

底直下に位置する．腹鰭は短く，その先端は背鰭

第 5棘基底直下に位置する．尾鰭は円形．

　色彩　生鮮時の色彩―体側上部は一様に暗い

鶯色．体側下部は緑がかった暗灰色．鰓蓋上縁に

黒色斑がある．各鰭の棘および軟条は暗い鶯色で，

鰭膜は透明である．頭部は赤みを帯びた鶯色で，

体側後半は一様に暗い鶯色を呈する．主鰓蓋骨後

縁に 1黒色斑を有し，その外縁は白色で縁取られ

る．

　備考　徳之島と沖縄島から採集された両標本

は，主鰓蓋骨上に 1黒色斑があること，側線が 1

本であること，下顎に皮弁がないことから，瀬能

（2013）と萩原（2015）が記載したジャノメヌノ

サラシ Grammistops ocellatusの標徴とよく一致し

た．本種は通常 1個の黒色斑が主鰓蓋骨上にある

が，稀に 3個もつ個体が確認されている（Randall, 

2005）．主鰓蓋骨上の黒色斑数の変異は，同じハ

タ科ヤマトトゲメギス属のヤマトトゲメギス

Aporops bilinearis Schultz, 1943でも確認されてい

る（吉田・本村，2014）．また，ジャノメヌノサ

ラシは前鰓蓋骨後縁に 0–1棘をもつとされている

（Schultz, 1953；萩原，2015）が，徳之島から得ら

れた小型標本（KAUM–I. 65901; Fig. 1）は左体側

の前鰓蓋骨後縁に 2本の棘（右体側では 1本）を

有することが確認された（本研究）．本種の前鰓

蓋骨後縁における棘の変異（0–2）は Randall (2005)

でも確認されている．本種の前鰓蓋骨後縁の棘数

は，成長に伴い変化するものかどうかは追加標本

の観察が必要である．

　沖縄島産の個体（KAUM–I. 65271; Fig. 2）は，

Fig. 1. Fresh specimen of Grammistops ocellatus. KAUM–I. 65901, 22.8 mm standard length, Amagi, Tokuno-shima island, Kagoshima, 
southern Japan.

Fig. 2. Fresh specimen of Grammistops ocellatus. KAUM–I. 
65271, 81.0+ mm standard length, Nakagusuku, Okinawa-jima 
island, Okinawa, southern Japan.



RESEARCH ARTICLES Nature of Kagoshima Vol. 41, Mar. 2015

55

台風によって浜に打ち上げられた状態で発見され

たため，損傷が激しく計数・計測が困難な状態で

あったため，記載から除外した．計数可能な項目

は以下の通り．胸鰭条数 14，腹鰭条数 I, 5，総鰓

耙数 17，発達した鰓耙数 11．これらの計数値は

徳之島産の標本と同じ値を示した．

　Grammistops ocellatusはビキニ環礁から得られ

た標本 1個体に基づき新種記載された（Schultz, 

1953）．本種はインド・西太平洋に広く分布する

（Randall, 2005）が，国内からの標本に基づく記

録は極めて少ない．Yoshino and Nishijima (1981)

は G. ocellatusを沖縄県瀬底島から得られた 3個

体（体長 76.1–98.0 mm）に基づき，日本初記録

として報告するとともに，標準和名ジャノメヌノ

サラシを提唱した．その後，萩原（2015）は鹿児

島県奄美大島から得られた 2個体（体長 77.4–

87.6 mm）に基づき，本種の北限更新記録を報告

した．萩原（2015）は「国内では瀬底島から採集

された 1個体のみ知られる」と表記したが，3個

体の誤りである．徳之島と沖縄島から採集された

ジャノメヌノサラシは，両島からの標本に基づく

初めての記録ならびに国内 3例目（6–7個体目）

の報告となる．また，本報告はこれまでの国内に

おける本種の分布の空白域を埋めるものであり，

本種が奄美大島から沖縄島にかけて連続的にする

ことを示唆する．
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